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序

近年、藤ノ木古墳や吉野ヶ里遺跡を始め、埋蔵文化財に関する事

柄がマスコミを賑わすことが多くなってきております。本センター

におきましても平成元年度は、朝日遺跡の銅鐸の出土や岩倉城遺跡

の調査などが新聞誌上やテレビ等にも取り上げられ、多数の方の目

に触れることとなりました。また両遺跡以外にも、県内14ヶ所で発

掘調査を実施し、多くの成果があがってきております。

今年度もこれらの調査や普及活動の記録を「年報平成元年度」

として公表することとなりました。本書が、考古学の研究はもとよ

り、埋蔵文化財の保護と活用のうえでも、お役に立つことができれ

ばまことに幸いと存じます。

さらに、本書の刊行及び発掘調査にあたっては、専門委員の諸先

生及び愛知県教育委員会の御指導並びに建設省、日本道路公団、愛

知県土木部及び林務部、住宅都市整備公団、地元市町村その他の関

係者の方々に多大な御協力をいただきましたことを、厚く御礼申し

上げます。

平成2年3月

財団法人愛知県文化財センター

理事長松川誠次
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例言

1．本書は、財団法人愛知県埋蔵文化財センターの平成元年度事業

の概要をまとめたものである。

2．調査は、建設省中部地方建設局、日本道路公団名古屋建設局、

愛知県土木部及び農地林務部、住宅都市整備公団から、愛知県

教育委員会を通じての委託を受けて、本センターが実施した。

3．調査の概要は、各遺跡ごとにまとめたものである。

4．普及活動の概要は、本センターの事業のうち、研修会・埋蔵文

化財展などの埋蔵文化財の発掘調査以外の事業についてその概

要を掲載した。

5．調査研究は、発掘調査及び整理作業を通じて研究成果の一部を

集録した。

6．発掘調査にあたっては、専門委員の各氏及び愛知県教育委員会

文化財課、愛知県埋蔵文化財調査センターの指導助言をいただ

いた。

7．本書の作成にあたっては、阿部小百合、枝廣千代子、岡田智子、

河合明美、孝久由希子、楯真美子、中垣内薫、永草康次、西沢

英樹、長谷川恵子、古橋佳子、山本ひろみ、各氏の協力を得た

ほか、関係各機関並びに、地元作業員の方々には過大の援助を

賜わった。

8．調査区の座標は、国土座標第Ⅶ座標系に準拠する。

9．各調査区の名称はローマ字で表わし、前にその年の年度を冠す

る。ただし、昭和63年度までは年号を付けていたが、平成元年

度より西暦を使用することとなったため、1988年度は630区、

1989年度は890区となる。

10．文責は各文末に記した。
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財団法人愛知_県埋蔵文化財センターの組織
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鈴木正明
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小金潔県教育長

井関弘太郎中部大学教授

伊藤秋男南山大学教授

大参義一信州大学教授

坪井清足(財)大阪文化財センター理事長

楢崎彰一名古屋学院大学教授

花木蔦雄都市教育長協議会会長(一宮市教育長)
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稲石新都市教育長協議会会長(蒲郡市教育長)

金島覚町村教育長協議会会長(西枇杷島町教育長)

下田修司県土木部長

白井正巳県教育委員会社会教育部長

武田晋清洲貝殻山貝塚資料館館長(清洲町長)

山田五大陶磁資料館館長

監事

福地甲子八

小倉政則県出納事務局次長

専門委員

考古学楢崎彰一名古屋学院大学教授

文献史学早川庄八名古屋大学教授

地理学井関弘太郎中部大学教授

建築史学浅野清愛知工業大学教授

考古学
動・植物学 渡辺誠名古屋大学教授

形質人類学池田次郎岡山理科大学教授

保存科学江本義理前東京国立文化財

研究所保存科学部長

岩石学諏訪兼任名古屋大学教授

木材組織学木方洋二名古屋大学教授

職員

事務局長(兼管理課長)渡辺守夫

管理課

主査古田伴弘

主事鈴木孝治大野智靖

村上寿章小倉晴美

調査課

課長明壁正毅

課長補佐兼主査森勇一

山仲廣司

主査梅本博志福岡晃彦

神谷友和日比宰

主事小澤一弘松原隆治

山田基安井俊則

赤塚次郎小塚俊夫

真鍋雅治石黒立人

宮腰健司佐藤公保

城ヶ谷和広北村和宏

酒井俊彦池本正明

服部信博川井啓介

後藤浩一鈴木正貴

樋上昇

嘱託松田訓岡本直久

加藤とよ江山口昌直

金子健一伊藤隆彦
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